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年 頭 に よ せ て
安
平
町
長

　
　
　
　
及
川
　
秀
一
郎

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
政
各

般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
で
は
20
年
ぶ
り

と
な
る
大
阪
万
博
が
４
月
か
ら
開

催
さ
れ
、
10
月
に
は
憲
政
史
上
初

の
女
性
総
理
大
臣
が
誕
生
す
る
な

ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し

た
が
、
一
方
で
は
全
国
的
に
ク
マ

の
出
没
が
相
次
ぎ
、
人
に
対
す
る

被
害
が
発
生
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
物

価
の
上
昇
が
続
き
、
特
に
米
価
の

高
止
ま
り
に
よ
っ
て
、
日
常
の
消

費
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
る
な

ど
、
身
近
な
問
題
が
話
題
と
な
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
12
月
８
日
夜
に
は
青

森
県
東
方
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
５
の
地
震
が
発
生

し
、
初
め
て
「
北
海
道
・
三
陸
沖

後
発
地
震
注
意
情
報
」
が
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
当
町
も
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
今
一
度
、
日
ご
ろ
か
ら

防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

を
忘
れ
ず
に
対
策
を
続
け
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
当
町
の
出
来
事
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
４
月
に
は
胆
振
東
部
地
震

復
興
計
画
の
最
後
の
大
型
事
業
で

あ
る
早
来
町
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規

模
改
修
工
事
が
完
了
し
、
合
宿
所

機
能
を
持
っ
た
新
し
い
施
設
と
し

て
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
の
機
能
も
残
し
な
が
ら
宿
泊
に

対
応
し
た
機
能
が
追
加
さ
れ
、
災

害
時
は
避
難
所
と
し
て
も
安
心
・

安
全
に
使
用
で
き
る
施
設
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
せ
い
こ
ド
ー

ム
の
利
用
と
あ
わ
せ
、
町
外
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
文
化
団
体
の

利
活
用
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に

活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
通
じ
た

人
の
交
流
や
来
町
者
の
増
加
に
よ

り
、
町
中
が
賑
わ
う
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
「
道

の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
、
来
場
者
４
０
０
万
人
を

突
破
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
31
年

４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
引
き
続
き

多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

の
は
、
施
設
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
隣
接
地

に
民
間
企
業
に
よ
る
新
た
な
ダ
イ

ナ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ロ
ム
・
ワ
イ
ナ

リ
ー
も
完
成
し
、
新
た
な
特
産
品

も
加
わ
る
予
定
で
す
。
今
後
も
観

光
情
報
の
拠
点
と
し
て
町
内
外
の

多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
軽
種
馬
産
業
に
お
い
て
は
、
天

皇
賞
や
安
田
記
念
、
菊
花
賞
な
ど

国
内
主
要
レ
ー
ス
で
活
躍
し
た
ほ

か
、
海
外
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ

た
ド
バ
イ
シ
ー
マ
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最

高
峰
の
ダ
ー
ト
レ
ー
ス
で
あ
る
ブ

リ
ー
ダ
ー
ズ
カ
ッ
プ
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
で
日
本
馬
初
制
覇
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
る
な
ど
、
安
平
町
産
駒
が

世
界
中
に
歓
喜
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
今
年
も
多
く
の
産
駒
が
国
内

外
の
タ
ー
フ
を
疾
走
し
、
大
い
に

活
躍
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

議

長

副
議
長

議

員
〃〃〃〃〃〃〃

多
田 

政
拓

梅
森 

敬
仁

工
藤 

秀
一

米
川 

恵
美
子

小
笠
原 

直
治

鳥
越 

真
由
美

三
浦 

恵
美
子

箱
崎 

英
輔

内
藤 

圭
子

高
山 

正
人

安
平
町
議
会

町

長

副
町
長

及
川 

秀
一
郎

田
中 

一
省

安
平
町 頌 

春

　

今
年
は
安
平
町
が
誕
生
し
て

20
年
目
と
な
る
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
平
成
18
年
３
月
の
旧
早
来

町
・
旧
追
分
町
の
合
併
か
ら
平
成

30
年
胆
振
東
部
地
震
を
乗
り
越

え
た
今
の
安
平
町
が
あ
る
の
は
、

礎
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
先
人
の

皆
様
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
お
い

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ

り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
と
手

を
携
え
「
チ
ー
ム
あ
び
ら
」
の
合

言
葉
の
も
と
「
育
て
た
い 

暮
ら

し
た
い 

帰
り
た
い 

み
ん
な
で
未

来
へ
駈
け
る
ま
ち
」
の
実
現
の
た

め
、
よ
り
一
層
お
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
心
の
豊

か
さ
と
日
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
協

働
し
な
が
ら
邁
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
あ
た
た

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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令 和 ８ 年

教

育

長

委

員

〃〃〃

井
内 

聖

山
根 

弘
文

佐
々
木 

望

守
屋 

竜
起

廣
川 

由
香
里

安
平
町
教
育
委
員
会

会

長

職
務
代
理

委

員
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

梶
原 

和
亀
男

谷
口 

龍
治

辻　

 

信
芳

横
澤 

和
子

梅
田 

鋭
敏

鍋
野 

高
志

宮
内 

康
博

岩
倉 

啓
一

池
田 

直
樹

南　

 

美
彦

阿
部 

修
一

秋
田 

実

安
平
町
農
業
委
員
会

喪
中
に
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

安
平
町
農
業
委
員
会

　
　
委　
員　
　
富
樫 

瑛
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
武
田 

信
一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
深

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
・
ご

指
導
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１

月
に
は
埼
玉
県
で
長
期
に
わ
た
る

救
助
活
動
を
要
し
た
道
路
陥
没

事
故
が
発
生
し
、
老
朽
化
す
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
へ
の
対
応
が
、
改
め

て
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
に
は
ク
マ
の
市
街
地

へ
の
出
没
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、

全
国
的
に
過
去
最
多
と
い
わ
れ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
、
か
ん
が
い
用
水

と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
瑞

穂
ダ
ム
の
水
量
が
、
例
年
に
比
べ

て
大
幅
に
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
収
穫
後
で
あ
っ
た
た
め

深
刻
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
気
候
変
動
へ
の
備
え
の
重

要
性
を
改
め
て
実
感
す
る
一
年
と

も
な
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

て
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て

は
、
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
出
来
事
が
相
次
い
だ
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
７
月
に
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
も
大
き
く
関
わ
る
米
の
安

定
供
給
の
問
題
や
外
国
人
政
策
、

長
引
く
物
価
高
騰
対
策
な
ど
が

争
点
と
な
っ
た
参
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
、
与
党
の
議
席
数
が
過

半
数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣

の
誕
生
や
連
立
政
権
の
枠
組
み
変

更
な
ど
、
政
治
の
分
野
に
お
き
ま

し
て
も
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
６
月

に
道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
来
場
者
が
４
０
０
万
人
を
達

成
し
、
隣
接
地
に
お
い
て
民
間
に

よ
る
新
た
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
竣
工

式
も
行
わ
れ
、
本
年
３
月
の
オ
ー

プ
ン
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

安
平
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
多
田
　
政
拓

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
改
修
工
事

を
終
え
た
早
来
町
民
セ
ン
タ
ー

が
、
新
た
に
合
宿
所
機
能
を
備

え
て
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
。
プ
ロ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム
「
レ
ッ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
北

海
道
」
と
の
包
括
連
携
協
定
を
結

び
、
地
域
振
興
や
ま
ち
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
町
内
の
観
光
振
興
や
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
と
り
ま
し
て
、

非
常
に
力
強
い
前
進
の
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
３
月
27
日
で
安
平

町
が
誕
生
し
て
か
ら
20
年
目
と
な

る
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

20
年
の
間
に
は
、
平
成
30
年
胆
振

東
部
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
も

あ
り
ま
し
た
が
、
旧
早
来
町
と
旧

追
分
町
の
歴
史
と
文
化
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
私
た
ち
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
が
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
幸
せ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
令
和

８
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ
の
え
う

ま
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

丙
午
の
年
は
「
情
熱
と
行
動

力
で
突
き
進
む
」「
燃
え
盛
る
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
道
を
切
り
開

く
」
と
い
っ
た
、
力
強
さ
を
象
徴

す
る
年
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
全
国
的
に
有
名
な
馬
産
地

と
し
て
知
ら
れ
る
当
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
安
平
町
で
産
声
を
上
げ

た
名
馬
た
ち
の
活
躍
に
あ
や
か
り

つ
つ
、
町
の
持
つ
潜
在
能
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
今
年
も
大
き

な
飛
躍
と
発
展
を
遂
げ
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
や
か
で
希
望
に
満
ち
、
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「農業者年金巡回相談会」開催のお知らせ

沿道家屋などからの落氷雪事故に
ご注意ください

北海道道の駅ランキング 2024
「家族で訪れたい道の駅」部門　第３位に輝きました

　農業者年金待期者（65歳未満の新制度年金受給予定者など）を対象とした「農業者年金巡回相談
会」を開催します。

日 時　１月15日㈭　13時30分～　　　　 　場 所　総合庁舎（早来）２階　大会議室
主 催　北海道農業協同組合中央会　　　　　 問 合 せ　農業委員会農地グループ　☎ ㉒ 2515

　沿道家屋などからの落氷雪による死傷事故（以下｢落氷雪事故｣）を含めた雪に起因する事故は、
毎年道内各地で発生しています。
　このような状況を踏まえ、落氷雪事故の防止にご協力をお願いします。

【注意点】
　・落氷雪事故の発生が懸念される沿道家屋などについては、雪止めを設置してください。
　・�雪止めが設置されている場合であっても、針金などのさびや老朽化による破損が原因で落氷雪

事故が発生する場合があるため、必ず点検して破損などが発見された場合は早急に修繕を行っ
てください。

　・�落氷雪を未然に防止するため、早めに除雪するとともに、除雪は必ず複数人で行ってください。
また、歩行者や付近で遊んでいる子どもなどに十分注意してください。

　・�高い壁や窓枠、突出看板などからの落氷雪は、少量でも危険なため、付着した氷雪は早めに除
去してください。

　・軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意してください。
　・軒下や道路では、絶対に子どもを遊ばせないでください。
　・落氷雪があった場合は、負傷者がいないか確認し、歩行者などの
　　通行の支障にならないように直ちに除去してください。
　・交通事故や交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積
　　雪を道路に出さないでください。

問合せ　建設課施設グループ　☎ ㉒ 2516

　道の駅あびらD51ステーションが、国土交通省北海道開発局による『北海道道の駅ランキング
2024』において「家族で訪れたい道の駅（子どもや高齢者に優しい道の駅）」第３位に選ばれました。
　このランキングは、「道の駅スタンプラリー2024」の完走者3,271人を対象としたアンケート結
果をもとに、北海道開発局が集計し公表したものです。
　今後も、子どもから高齢の方まで多くの皆様に親しまれ、安心して訪れていただける、魅力ある
道の駅を目指して取り組んでいきます。
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こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）

ふるさと納税（11月実績）

安平町は、たくさんの方に
応援していただいています。

　　　　寄付件数　1,763件
　　　　金　　額　27,009,000円

　「こども誰でも通園制度」とは、全ての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な成長環境を整備
するとともに、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での
支援を強化するため創設された新たな通園制度です。
　令和８年度からの本格実施に向けて、条例の制定や各種要綱などの取り決めを進めていますの
で、詳細が決定しましたら広報紙などでお知らせします。

実施施設　はやきた子ども園（はやきたゆきだるま保育園）、おいわけ子ども園
対 象　・安平町内に住所があるお子さん　　・認定こども園などに通っていないお子さん
　 　　・０歳８か月～３歳未満のお子さん（３歳の誕生日の前々日まで利用可能）
　　　　　　※実施施設の受け入れ体制によっては対象が変更となる場合があります。
【利用料金などの詳細】

利用方法および手続きの流れ
　町へ事前に利用認定申請を行い、利用認定後に利用希望施設との初回面談を実施します。
　面談後に希望施設へ利用申し込みを行った後、利用開始となります。

問合せ　教育委員会学校教育グループ　☎ ㉙ 7036

はやきた子ども園 おいわけ子ども園

対象年齢 ０歳８か月～３歳未満 １歳～３歳未満

開所時間など 平日　７時～18時 火曜日〜木曜日　８時30分～12時30分

利用料金 １時間当たり　300円
※その他「給食費」「おやつ代」などの実費負担あり

キャンセル料金 無断キャンセルの場合は利用料金と同額を徴収

利用可能時間 月10時間まで

給食提供 あり（実費負担あり）

広告欄広告欄
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広告欄
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広告欄
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早来地区「チャレンジショップ」の
入居者を募集します

　関係人口、交流人口の拡大を図るとともに、将来的な企業進出、事業所の移転や移住につなげて
いくため、早来地区の商店街に「チャレンジショップ」を整備しています。
　町内での起業創業を促進し、商店街の活性化やにぎわい創出につなげることを目的として「チャ
レンジショップ」２棟の入居者を募集します。

【チャレンジショップ】
　チャレンジショップとは、創業する意欲のある方が一定期間試験的に事業を営むことができるス
ペースです。

応募要件など　・�本町の区域内で起業を目指す方、創業して５年以内の方または新事業の展開によ
る第二創業を目指す方

　　　　　　　・�週４日以上、かつ、１日４時間以上営業できる方。ただし、開設時間および休業
日は任意で設定可能

　　　　　　　・自主性をもってチャレンジショップの店舗運営を行うことができる方
　　　　　　　・地域の活動に意欲的に参加し、協調性のある方
　　　　　　　・�チャレンジショップ閉店後、本町の区域内において引き続き本格的に開業をする

意思のある方
　　　　　　　・地方税などの滞納がない方
　　　　　　　・募集要項に記載されている内容を厳守していただける方
　　　　　　　【業種例】・飲食店（食事、喫茶店、パン屋など）
　　　　　　　　　　　　・製造小売業（アクセサリー、ハンドメイド、手作り雑貨など）
　　　　　　　　　　　　・�サービス業（着物や洋服のリメイクショップ、リラクゼーションマッ

サージなど）
使 用 料　月10,000円／１棟（12ｍ×3.4ｍ）
営 業 時 間　任意で設定できます。
出 店 期 間　契約日から１年間（延長可、最大２年間）

住所　安平町早来大町68番地、69番地 チャレンジショップ外観
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「住民票の写し」「印鑑登録証明書」の
様式が変わりました

申 込 期 限　２月６日㈮
選 考 方 法　�必要書類を提出していただき、内容に問題がなけれ

ば後日プレゼン審査を行います。審査結果は申込者
全員に通知します。

　　　　　　　※�審査の経過、結果に関するお問い合わせには一切
応じません。

入居予定日　Ａ棟：令和８年７月頃　Ｂ棟：令和８年４月頃
　　　　　　　※状況により予定日が前後する可能性があります。

申込先・問合せ　商工観光課商工観光労働グループ　☎ ㉙ 7083

チャレンジショップ内観

　町の住民基本台帳管理システムを、国が定めた標準様式に変更することに伴って「住民票の写し」
と「印鑑登録証明書」の様式を12月22日に一括改製しました。

■住民票の写しの様式
　縦型の住民票に変わりました。変更後は最新の情報および転入前の情報が記載されています。
　※12月22日以降に町内で転居をされた方は、１つ前の住所も記載されています。

■印鑑登録証明書の様式
　印鑑登録証明書についても、住民票の写しと同じく縦型に変わりました。
　なお、現在「印鑑登録証」をお持ちの方はそのまま使用できます。再登録の必要はありません。

様式が変わる前の情報
　改製前の住民票の写しは「改製原住民票」の写しとして記録されています。
　12月22日以前の住所異動や氏名などの変更履歴が必要な場合は「改製原住民票」の写しを交付し
ますので、お申し出ください。

■その他の証明書などの様式について
　「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき、安平町の行政システムも「標準準
拠システム」に移行しました。12月22日以降、住民票の写しや印鑑登録証明書に加え、納付書な
どの様式も変更しています。あらかじめご承知おきください。
問合せ　税務住民課戸籍グループ　☎ ㉒ 2940

変更後の
住民票

変更後の
印鑑証明書
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安平町下水道ビジョン・経営戦略（案）に
関する意見募集（パブリック・コメント）

　安平町下水道ビジョン・経営戦略（案）について、パブリック・コメントを実施しますので、お
気づきの点やご意見をお寄せください。
意見募集の対象
　「経営戦略」とは、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計
画です。本町の下水道は、供用開始から20年程度経過していることから、今後、施設の劣化状況に
応じた改築、更新需要の増加が見込まれています。また、人口減少に伴い、大幅な使用料収入の減
少が見込まれるなど、厳しい経営状況に置かれることが予想されます。このように経営環境が厳し
くなる中、これまで以上に精緻に経営の現状分析や中長期的な視点からの将来予測を行って課題を
抽出し、課題解決に向けた取り組みにより一層の経営基盤の強化を図っていくため、「安平町下水
道事業経営戦略」を改定し、新たに「安平町下水道ビジョン・経営戦略」を策定するものです。
公開する資料
　安平町下水道ビジョン・経営戦略（案）
資料の閲覧方法など
　①�水道課業務グループ（総合庁舎）、住民サービス課住民サービスグループ（総合支所）で閲覧

できます。
　②町ホームページに掲載します。
　　※町ホームページをご覧になれない方は、郵送も可能ですのでお問い合わせください。
意見の提出方法および場所
　以下の①～⑤のいずれかの方法により提出してください。
　　①持参の場合　　�水道課業務グループ（総合庁舎）または住民サービス課住民サービスグルー

プ（総合支所）へ提出してください。
　　②郵送の場合　　送付先　〒059-1595　安平町早来大町95番地
　　　　　　　　　　　　　　　　安平町役場　水道課業務グループ
　　③FAXの場合　　℻ ㉒ 3006（水道課業務グループ）へ送信してください。
　　④メールの場合　s1gyoumu@town.abira.lg.jpへ送信してください。
　　⑤オンライン回答の場合　右記二次元バーコードからご回答ください。
意見募集期間、受付
　１月９日㈮から２月６日㈮17時15分まで（郵送の場合は２月６日㈮の消印まで有効）
意見対象者
　・町内に居住または通勤または通学している方
　・町内において事業を行い、または活動を行う個人または法人その他団体
意見集約による公表および応答
　寄せられた意見と町の考え方などは、町ホームページおよび水道課業務グループ、住民サービス
課住民サービスグループにおいて公表します。
その他
　・�意見記入票については、詳しく内容をお聞きする場合や町で協議した結果などをお知らせする

ときのため、住所、お名前、ご連絡先を必ず記載してください。
　・募集対象案件と直接関係のないご意見などについては、取り扱わない場合があります。

問合せ　水道課業務グループ　☎ ㉒ 2730

オンライン
回答は

こちらから
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ご存じですか　地域の身近な相談相手
『民生委員』『児童委員』

　12月１日に民生委員児童委員の一斉改選が行われ、下記の皆さんが新たに委嘱されました。
　安平町民生委員、児童委員は追分地区14名、早来地区16名、主任児童委員が両地区それぞれ２
名ずつの合計34名で構成されています。それぞれが担当する地域を受け持ち、高齢者の福祉に関す
ること、子育てに関することなど、地域の方々からの相談をお受けしています。
　※活動を通じて知り得た情報については、守秘義務が課せられています。

【民生委員、児童委員】
担 当 地 区 委 員 名

追分旭、追分向陽、追分美園 俣 野 葉 子
追分春日、追分弥生、追分豊栄 戸津川　信　子
追分青葉１丁目、２丁目の一部 中 村 　 力
追分青葉２丁目の一部、追分青葉３丁目 笹 嶋 早 月
追分白樺１・２丁目 星 野 　 博
追分緑が丘、追分本町１丁目 黒 滝 俊 美
追分柏が丘、追分本町２・３丁目 山　岸　まさ子
追分本町４・５丁目 横 山 和 男
追分本町６・７丁目、追分花園１丁目 岩　佐　喜久子
追分中央 立 石 　 守
追分花園３丁目、１丁目・２丁目の一部 関 　 由 美
追分花園２丁目の一部、４丁目、追分若草１丁目 渡 辺 聡 子
追分若草２丁目 佐々木　信　子
追分若草３丁目 秦　野　久美子
早来瑞穂、安平（瑞穂自治会区域、拓進）、早来緑丘 門 田 千 夏
安平（市街国道東側） 中 島 秀 樹
安平（市街国道西側、共栄、西安平） 佐々木　千花子
早来守田、東早来 川 崎 尚 子
早来北進 三 浦 　 一
早来大町（しらかば、ときわ５組～８組） 根 本 弘 美
早来大町（あけぼの） 伊 藤 幸 廣
早来大町（あかね、ときわ１組～４組）、東早来（あかね横） 濱　谷　美代子
早来栄町（１丁目の一部、２丁目、４丁目の一部） 櫻 井 唯 紹
早来栄町（１丁目の一部、３丁目、４丁目の一部） 米 村 昭 則
早来北町（福祉住宅３棟、公住周辺）、早来富岡（北町近辺）、
東早来（北町側） 上 田 昭

早来北町（町営住宅、福祉住宅２棟） 辻　　　さよ子
早来新栄、早来源武、遠浅（東遠浅） 藤　井　菜穂香
遠浅（市街国道東側） 那 須 幸 江
遠浅（市街国道西側、アイリス団地） 近　藤　かつ子
早来富岡、遠浅（酪農自治会区域）、早来新栄（北町近辺） 富 樫 玲 子

【主任児童委員】
担 当 地 区 委 員 名

追分地区北側 稲 岡 昌 美
追分地区南側 反 町 　 恵
早来大町以北 髙 谷 峰 子
早来栄町以南 廣　川　由香里
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令和７年分 確定申告相談から
ぬくもりセンター内申告会場の開設期間を短縮します
　２月16日㈪～３月16日㈪（土曜、日曜、祝日を除く）に実施する令和７年分確定申告相談か
ら、ぬくもりセンター内申告会場の開設期間を短縮することとなりました。ご理解とご協力をお願
いします。

【追分地区】確定申告会場開設日（ぬくもりセンター内申告会場）

　所得税の確定申告は、パソコン、タブレット、スマートフォンを利用して国税庁ホーム
ページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書の作成ができます。作成した申告書は、
e-Taxを利用して電子送信できます。
　なお、印刷して郵送での提出も可能です。詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

問合せ　税務住民課税務グループ　☎ ㉒ 2940

　※�ぬくもりセンター内申告会場の開設期終了後は、申告期間終了日まで保健センター内申
告会場で申告ができます。

　※�日程変更に伴い「本町地区　１丁目～４丁目」と「本町地区　５丁目～７丁目」を統合し「本
町地区」として取り扱います。

　※保健センター内申告会場については例年どおりで変更はありません。
　※�ご自身で作成済みの確定申告書の引継ぎのみの場合は、ぬくもりセンター内申告会場閉

鎖後も総合支所の住民サービス課住民サービスグループで受領します。

【旧】 【新】
割当地域、対象者など 令和８年日程 割当地域、対象者など

１日目 花園地区　１丁目～２丁目 ２月16日㈪ 花園地区　１丁目～２丁目

２日目 花園地区　３丁目～４丁目 ２月17日㈫ 花園地区　３丁目～４丁目

３日目 若草地区　１丁目～２丁目 ２月18日㈬ 若草地区　１丁目～２丁目

４日目 若草地区　３丁目 ２月19日㈭ 若草地区　３丁目

５日目 柏が丘、緑が丘地区 ２月20日㈮ 柏が丘、緑が丘地区

６日目 青葉地区 ２月24日㈫ 青葉地区

７日目 白樺地区 ２月25日㈬ 白樺地区

８日目 本町地区　１丁目～４丁目 ２月26日㈭ 本町地区

９日目 本町地区　５丁目～７丁目 ２月27日㈮ 【ぬくもりセンター内申告会場最終日】
その他の地区、指定日に来られない方

11日目
以降～ 農業所得の方

以降、農業所得がある方や開設期間内に来られなかっ
た方は、申告期間中に保健センター内申告会場（総合
庁舎横）で受け付けます。

国税庁
ホームページ

早来斎場　休止のお知らせ
　施設運営上の都合により、早来斎場を当面の間休止します。休止期間中の火葬については、追分
斎場にて対応します。
　大変ご迷惑をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願いします。

問合せ　税務住民課生活環境グループ　☎ ㉒ 2940

→
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苫小牧税務署からのお知らせ
■確定申告のお知らせ
　令和７年分の所得税の確定申告の相談および申告書の受け付けは、２月16日㈪から３月16日
㈪までとなります。
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、自宅などからスマートフォンやパ
ソコンで申告書などを作成し、そのままe-Taxで提出することができます。窓口の混雑緩和のた
めにも、ぜひご利用ください。
　作成済みの申告書などを書面で提出する場合は札幌国税局業務センターへ郵送していただくよ
うお願いします。
　送付先：〒060–8510　札幌市中央区大通西10丁目　札幌第２合同庁舎

２月13日㈮までに税務署で相談を希望される方へ
　確定申告会場は開設されていませんので、対応できる人数に限りがあります。
　１月５日㈪から２月13日㈮までの期間に税務署窓口での相談を希望される方
は、事前予約が必要です（事前予約がない方の相談は受け付けていません）。
　事前予約は、LINEによるオンライン事前予約または電話にてお受けします。
　　※電話でのお問い合わせが多くなる時期ですので、できるだけ
　　　オンライン事前予約のご利用をお願いします。

■国税の納付は、キャッシュレス納付をご利用ください
　国税の納付にはさまざまな方法があります。中でも「キャッシュレス納付」は簡単で便利に納
付ができます。確定申告期などの窓口が混雑する時期でも、金融機関や税務署に出向くことな
く、自宅やオフィスから納付ができますので、ぜひご利用ください。

・振替納税
　事前に税務署または金融機関に振替納税の申し込みを行うことで、毎年の確定申告などに係る
国税を預貯金口座からの口座振替（引き落とし）により納付する方法です。指定された振替日
に、預貯金口座から自動的に納付されます。一度届け出を行えば、継続してご利用が可能です。
・クレジットカード納付
　パソコンやスマートフォンなどから「国税クレジットカードお支払サイト」にアクセスし、必
要事項を入力するだけで納付ができる方法です。事前の届け出は不要ですが、納付税額に応じた
決済手数料がかかります。
・インターネットバンキングなど
　インターネットバンキング口座やATMなどを利用して納付する方法です。ご利用にあたって
は、事前に税務署にe-Taxの利用開始手続きを行っていただく必要があります。
・ダイレクト納付
　事前に税務署にダイレクト納付の申し込みをすることで、e-Taxから簡単な操作で預貯金口座
からの口座振替により納付する方法です。ご利用には、あらかじめ税務署でe-Taxの利用開始手
続きが必要です。また、申し込みから利用開始まで、１か月程度かかります。
・スマホアプリ納付
　e-Taxを経由して「国税スマートフォン決済専用サイト」にアクセスし、
利用可能な○○Payなどのスマホ決済アプリを選択して納付する方法です。

問合せ　苫小牧税務署　☎ 0144 ㉜ 3165

LINE 公式アカウント

詳細は
こちらから
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令和８年度「安平駐屯地モニター」を募集します
　年間を通して実施される安平駐屯地などの行事や訓練を見学していただき、意見を伺う「安平
駐屯地モニター」を募集します。
対 象　①防衛省や自衛隊に興味があり、平日に参加できる方
　 　　②次の各項に該当しない方　
　　　　　　・国会議員および地方公共団体の議会議員　・常勤の国家公務員および地方公務員
　　　　　　・非常勤の国家公務員のうち行政相談員
委嘱期間　４月１日㈬～令和９年３月31日㈬
募集人数　安平駐屯地　１名、早来分屯地　１名
募集期限　２月28日㈯
応募方法　はがきまたはEメールにて次の必要事項を記入し、郵送または送信してください。
　　　　　　①氏名　②住所　③電話番号　④年齢　⑤職業　⑥生年月日
　　　　　　　※定員に達した時点で締め切りとする場合があります。
抽選発表　電話またははがきにて結果を発表します。
応募先・問合せ　〒059-1511　北海道勇払郡安平町安平
　　　　　　　　　陸上自衛隊安平駐屯地　安平弾薬支処総務科庶務班　担当：外戸口
　　　　　　　　　　☎㉓2231（内線205）　メール　fin-abira-nadep@inet.gsdf.mod.go.jp
　　　　　　　　　　　※問い合わせは平日８時30分～16時45分の対応となります。

■応募資格
　・自衛官候補生　　　　　　　�18歳以上33歳未満の方（32歳の方は、苫小牧出張所にご連絡

ください）
　・高等工科学校生徒（一般）　15歳以上17歳未満の方（男子）
■受付締切
　・自衛官候補生　第６回試験　１月13日㈫（必着）
　　　　　　　　　第７回試験　１月14日㈬〜２月２日㈪（必着）
　・高等工科学校生徒（一般）　１月15日㈭（必着）
■試験日程
　・自衛官候補生　　　　　　　第６回試験　１月18日㈰、19日㈪のいずれか１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査
　　　　　　　　　　　　　　　第７回試験　２月10日㈫、11日㈬のいずれか１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査
　・高等工科学校生徒（一般）　第１次試験　１月24日㈯、25日㈰のいずれか１日　筆記試験
　　　　　　　　　　　　　　　第２次試験（第１次試験合格者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月12日㈭～15日㈰の指定する１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口述検査、身体検査
※試験日などは変更になる場合があります。
※その他各種応募資格、受験手続きなどの詳細については、下記までお問い合わせください。

問合せ　自衛隊札幌地方協力本部苫小牧出張所　☎ 0144 ㉜ 3725

自衛官等　募集案内
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　終戦直後の日本は、物資不足とインフレの発生、
極度の食糧事情の窮迫等に加え、産業、経済、交通
事情等の悪化によって、国全体が大混乱に陥りまし
た。安平村においてもさまざまな出来事がありまし
たので、今回はその様子をお伝えします。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
終
戦
を
迎
え
、
日
本

の
封
建
制
お
よ
び
軍
国
主
義
は
完
全
に
一
掃
、
昭
和

二
十
一
年
に
は
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
日
本
は
新

し
い
民
主
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
に
は
改
正
選
挙
法
に
よ
る
戦
後

初
の
公
選
知
事
、
市
町
村
長
、
都
道
府
県
議
会
議
員
、

市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
法
も
施
行
さ
れ
た
。

　
安
平
村
で
は
、
同
年
四
月
五
日
に
安
平
村
長
選
挙
が

執
行
さ
れ
、
選
挙
期
間
中
に
は
四
人
の
立
候
補
者
が
村

長
の
椅
子
を
争
い
、
開
票
の
結
果
、
圧
倒
的
多
数
の
得

票
を
得
た
前
安
平
村
産
業
課
長
の
磯
部
義
光
が
初
代
公

選
村
長
に
当
選
し
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
三
十
日
に
は

安
平
村
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
四
二
人
の
立
候
補
者

に
よ
る
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
二
六
人
が

当
選
し
た
。

　

第
七
回　

　
　
　
　
　

戦
後
の
安
平
村

　
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
二
年
一
月
、
追
分
地
区
に
役

場
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
追
分
地
区
に
は

役
場
が
な
い
た
め
に
地
域
住
民
は
何
か
に
つ
け
て
不

便
、
不
自
由
を
感
じ
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
幾
度
か

分
村
問
題
が
起
こ
る
な
ど
、
村
政
上
の
支
障
も
少
な
く

な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
追
分
地
区
住
民
の
不
満
を
緩

和
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月

に
は
安
平
地
区
お
よ
び
遠
浅
地
区
に
も
出
張
所
が
置
か

れ
た
。

　
戦
後
の
日
本
は
、
多
数
の
外
地
引
揚
者
や
復
員
軍
人

等
に
よ
る
人
口
増
加
に
加
え
、
昭
和
二
十
年
の
冷
害
に

よ
る
大
凶
作
に
よ
っ
て
食
糧
事
情
が
極
度
に
窮
迫
し
、

主
食
の
配
給
が
滞
る
な
ど
国
民
は
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ

う
状
態
に
あ
っ
た
。

　
安
平
村
で
は
、
村
民
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
同
年

十
二
月
に
「
安
平
村
食
糧
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、

連
日
道
庁
や
関
係
官
庁
等
に
出
か
け
食
糧
獲
得
に
奔
走

し
た
も
の
の
、
村
内
の
食
糧
事
情
は
一
向
に
好
転
し
な

い
ま
ま
昭
和
二
十
二
年
を
迎
え
、
こ
の
間
村
民
は
わ
ず

か
の
配
給
米
の
ほ
か
、
エ
ン
バ
ク
、
ト
ウ
キ
ビ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
イ
モ
か
ら
デ
ン
プ
ン
粕
に
至
る
ま
で
、
腹
の
足

し
に
な
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
て
命
を
繋
い
だ
。

　
そ
の
後
、
翌
年
末
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に
か
け
て
よ

う
や
く
明
る
い
兆
し
を
見
せ
始
め
、
戦
後
数
年
間
に
わ

た
る
食
糧
難
も
次
第
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
明
治
三
十
三
年
に
勇
払
村
と
植
苗
村
の
一
部
が
合
併

し
、
安
平
村
と
し
て
開
村
し
て
か
ら
昭
和
二
十
四
年
で

五
〇
年
が
経
過
し
た
。
開
拓
当
時
は
原
始
密
林
地
帯
で

あ
っ
た
こ
の
地
方
も
今
は
見
事
に
開
拓
さ
れ
、
戸
数
や

人
口
の
飛
躍
的
な
増
加
か
ら
、
村
勢
の
発
展
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
よ
う
や
く
平
静
を
取
り
戻
そ
う安平村開村50年記念式典

戦
後
の
食
糧
事
情
と
村
民
生
活

安
平
村
役
場
出
張
所
の
設
置

安
平
村
長
、
村
会
議
員
の
選
挙

戦
後
の
農
業

　

安
平
村
は
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
、
農
林
省

（
現
・
農
林
水
産
省
）
よ
り
標
準
農
村
の
指
定
を
受

け
、
翌
二
十
一
年
度
か
ら
五
か
年
間
の
「
標
準
農
村
建

設
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
「
緊
急
開
拓
事
業
実

施
要
項
」
お
よ
び
「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
く
農
地
改
革
を
行
っ
た
。

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
未
墾
地
を
買
収

し
、
外
地
引
揚
者
や
復
員
軍
人
等
の
新
規
入
植
お
よ
び

既
存
零
細
農
家
の
増
反
地
に
充
て
る
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
戦
後
の
農
業
に
お
け
る
民
主
化
の
一
環
と
し

て
、
小
作
農
を
自
作
農
と
す
る
農
地
改
革
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
時
代
以
降
、
大
小
地
主
の
支
配

下
に
お
け
る
零
細
農
業
経
営
や
、
不
在
地
主
の
土
地
占

有
等
に
よ
っ
て
農
地
開
発
が
阻
害
さ
れ
、
低
位
生
産
と

酪
農
化
の
停
滞
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
安
平
村
の

農
業
に
転
機
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら

農
地
改
革
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
村
内
に
お
け
る
小

作
農
家
の
大
部
分
は
農
地
の
売
り
渡
し
を
受
け
、
自
作

農
と
し
て
自
立
経
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
村
五
〇
年
記
念
式
典

と
す
る
同
年
九
月
二
十
日
、

安
平
村
開
村
五
〇
年
記
念
式

典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
と

と
も
に
、
村
内
各
地
で
祝
賀

行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
こ

の
日
ば
か
り
は
戦
後
の
不
況

や
不
安
も
忘
れ
、
村
を
挙
げ

て
喜
び
に
沸
い
た
。

　
安
平
村
に
お
け
る

緊
急
開
拓
事
業
は
、

村
内
の
未
墾
農
耕
適

地
約
一
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
大
半
が
三
菱
、

北
炭
な
ど
に
占
有
さ

戦後開拓地

町史編さん室だより町史編さん室だより
　令和９年度の安平町史発刊にあたり、町史編さん
作業の進捗状況などをお知らせします。

問合せ　総務課町史編さん室　☎ ㉒ 2511

町史編さん室だより
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あびらの脱炭素
　安平町でゼロカーボンを推進する取り組みの事例紹介や
環境問題を改善するためのアイデアをお知らせします。

発信者　地域おこし協力隊ゼロカーボン推進員・岸本　佳也

　年の初めに「今年こそは」と、健康や仕事、学びなど、さまざまな目標を立てる方も多いのではない
でしょうか。そこにもう１つ、エコな暮らしという「エコ目標」を加えてみませんか。
　「環境に優しい暮らし」と聞くと難しく感じますが、実は私たちの生活を豊かにし、家計の節約にも
つながるヒントが隠されています。今回は気軽に始められる「エコ目標」のアイデアをご紹介します。

 令和８年　新しい年の始まりに立てる「私のエコ目標」

エコ目標で見つける、暮らしの心地良さ
　エコな暮らしは、地球環境を守るだけでなく、私たちの暮らし
にも多くのメリットがあります。
　例えば、省エネや節水、食品ロスの削減は家計の節約にもつな
がり、物を大切に使ったり季節の食材を楽しんだりすることで、
日々の暮らしに小さな喜びが生まれます。さらに、移動や食の選
択を見直すことで健康にもつながるのが「エコ目標」の魅力です。

今年から挑戦！ 「エコ目標」の具体例

　新年は、新しいことを始める絶好の機会ですので、今回ご紹介した目標の中から「これならで
きそう」と思えるものを１つ選び、始めてみませんか。
　完璧を目指す必要はなく、楽しみながら自分のペースで続けることが何より大切です。
　皆さんの小さな「エコ目標」が、未来の地球と豊かな暮らしにつながります。

　冷蔵庫に残っている食材を無駄なく使い切る「冷蔵庫お掃除デー」を週に一
度設けることや、マイボトルやマイバッグを玄関に準備して持ち歩く習慣をつ
くることで、食品ロスやプラスチックごみを減らしながら、食費の節約にもつ
なげることができます。

「毎日の食から始める」

　私たちが普段何気なく使っている物も、新しい物を買う前に「本当に必要か」
「長く使えるか」「家にあるもので代用できないか」と一度考えるだけで、衝動
買いを防ぎ、物を大切にする意識を育てることができます。

「物を大切にする」

　少し視野を広げて、月に一度は地域の直売所などで旬の食材を選ぶ「地産地
消デー」を設けることで、食材の輸送にかかるエネルギーを抑えたり、いただ
きもので食べきれない食品があればご近所におすそわけすることで、新しいエ
コな習慣を無理なく暮らしに取り入れることができます。

「新しい習慣を取り入れる」

今年の「あびらの脱炭素」でも、暮らしに役立つ情報をお届けしていきます！
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あびらで健やか安心生活

a b i L i f e
問合せ　安平町地域包括支援センター　☎㉙7072（早来）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉕4555（追分）

介護休業制度を知っていますか
　仕事を辞めることなく、要介護状態にある家族を介護するために、仕事と介護の両立を支援する制度
があります。勤務先に制度がなくても「育児・介護休業法」に基づき利用できる制度もあるので、まず
は勤務先の担当窓口（総務、人事など）にご相談ください。

■必要に応じて休みを使い分けられます
介護休業
　�対象家族１人につき通算93日まで、３回を上限と

して分割して休業できます。パートなど有期契約
労働者も一定の要件を満たせば取得が可能。

【このようなときに】
　�急に介護が始まり、仕事と介護を両立できる体制

を整えたいときなど

介護休暇
　�年５日（対象家族が２人以上の場合は年10日）

まで１日または時間単位で取得が可能。

【このようなときに】
　�介護や通院の付き添い、介護サービスの手続き、

ケアマネジャーとの打ち合わせなど　

■介護のために早く帰ったり勤務時間を変えることができます
短時間勤務などの措置
　�会社によって利用可能な制度の内容は異なります

が、利用開始から３年以上の期間で２回以上利用
可能な制度です。

【制度例】
　①短時間勤務制度　②フレックスタイム制度
　③時差出勤制度　　④介護費用の助成措置

所定外労働の制限（残業免除）
　�介護が終了するまで、残業を免除してもらうこと

ができます。

時間外労働の制限
　�介護が終了するまで、時間外労働の上限を「１か

月24時間」「１年150時間」を超えない範囲に制
限することができます。

深夜業の制限
　介護が終了するまで、22時から５時までの深夜労働を免除してもらうことができます。

■介護休業をする方の経済的支援があります
介護休業給付の支給（雇用保険）
　�雇用保険の被保険者の方が介護休業をした場合、一定の要件を満たすと介護休業給付の支給（休業開始

前賃金の67％）を受けることができます。

■勤務先以外の相談先
　育児・介護休業法、仕事と介護の両立支援制度に関すること
　　北海道労働局雇用環境・均等部　☎011-709-2715
　介護休業給付の支給（雇用保険）に関すること
　　ハローワーク苫小牧　☎0144 ㉜ 5221
　介護に関すること
　・安平町地域包括支援センター（受付時間：月曜日～金曜日　8時30分～17時15分）
　　早来地区　☎㉙7072（総合庁舎）　　追分地区　☎ ㉕ 4555（総合支所）
　・24時間365日の介護相談窓口　追分、安平地区　☎ 080-6085-7894（在宅介護支援センター安平の郷）
　　　　　　　　　　　　　　　　 早来、遠浅地区　☎ 090-6879-8957（在宅介護支援センターふもんけ）
　・医療、介護に関する相談窓口　☎ ㉕ 2531（あびら追分クリニック）
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　道の駅あびら D51 ステーション
１月、２月の情報
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■イベント情報

コーナー 商品のご紹介、お知らせ（価格は税込）

ベーカリー
じゃがいもパン　　　　　　　　　　　260円
　じゃがいもの味付けをコンソメ味にリニューアルし、さらにおいしくなりました！

テイク
アウト

・おしるこ　　　　　　　　　　　　　380円
　北海道産の小豆を使用した白玉入りのおしるこ。寒い季節にピッタリです。
・D51肉コロッケ　　　　　　　　　  180円
　�新年からリニューアル！じゃがいもは町内の高林農園で生産された「きたあかり」

を、ひき肉は安平町で生産されたケンボロー豚を使用。ぜひご賞味ください！

特産品
販売

・安平うどん（１食入り、つゆ付き）　680円
・安平うどん冷凍（２食入り）　　　　540円
　�寒い季節は温かいうどんで身体を温めて免疫アップしましょう！お土産としても人

気です。

農産物直売所 
ベジステ

ベジステでは、町内および近郊で生産されたお米を取り扱っています。ベジステ野菜
とお粥で、お正月で疲れた胃を休めてあげてください。
　※冬季期間（３月まで）は、本館内での営業となります。

■各コーナーからのお知らせ

■鉄道資料館情報

テナント情報

屋内
こま猫屋

１月10日㈯～12日（月・祝）
かわいい猫のハンドメイド作品を販売

坂爪商店 珍味・海産物の販売

■屋内外出店情報

冬あそび！HOT４DAYS（１月31日㈯～２月１日㈰、２月７日㈯～８日㈰）

大人気のスリル満点「雪上バナナボート」をはじめ、
スノーシュー体験やポッポらんどの「ちびっこゲレ
ンデ」には今年も巨大そりすべりコースが出現！冬
のＤ51ステーションを楽しめるアツイ４日間！ぜひ、
ご家族でお越しください。
　※各種アトラクションは、降雪状況により中止となる場合があります。

1月24日㈯　JAとまこまい広域農協 女性部　「手作り大福」販売

自家製のつぶあんを使用。安平町で採れた素材を練り込んだもち米で包んだ手づくり大福を、数量
限定で販売！この機会にぜひご賞味ください。

・冬季期間（３月まで）は、㈯㈰㈷および臨時開館日のみ開館します。
・閉館時は、本館の駅舎風ガラス越しにて、蒸気機関車D51 320号機をご覧いただけます。

　道の駅あびら D51 ステーション
１月、２月の情報
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【苫小牧医師会】日曜・祝日当番病院（市外局番 0144）

月　日
外　科 内　科

病　院　名 電　話 病　院　名 電　話

１月

11日㈰ 同樹会苫小牧病院 ㊱1221
苫小牧市夜間・休日急病センター
※�令和５年４月から、内科の休日

当番病・医院は夜間・休日急病
センターに統合されました。

㉜0099
12日㈪ 苫小牧泌尿器科・循環器内科 �0455

18日㈰ 苫小牧日翔病院 �7000

25日㈰ みらい整形ペインクリニック �7100

　　　　　　右記二次元バーコードから町ホームページの
　　　　　　「苫小牧歯科医師会の休日当番医」を確認することができます。

令和７年度　安平町自主防災組織意見交換会を
開催しました

　11月30日、追分公民館にて令和７年度 安平町自主防災組織
意見交換会を開催しました。
　この意見交換会は、災害時の共助による対応が重要であると
いう平成30年北海道胆振東部地震など過去の教訓に基づき、町
内自治組織などの交流機会の創出などを目的として、自治会、
町内会、福祉施設の関係者が集まって開催したものです。
　今回は22名の参加者が集まり、防災食の試食や安平第一自治
会、青葉町内会、若草町内会からの活動事例発表の後「いざというときに自分たちの組織ででき
ること、できないこと」をテーマにしたグループワークが行われ、災害時や平時の防災における
地域の共助活動における課題が共有され、対応が話し合われるなど盛況のうちに終了しました。
　自主防災組織は、災害発生時などにおいて、住民への情報伝達や安否確認などを迅速に行い、

また被害を最小限に抑えるために、日頃からの防災対策に取
り組んでいく組織です。
　さらなるまちの安全・安心を目指すため、各町内会、自治
会が取り組んでいる自主防災活動へのご理解、ご協力をお願
いします。
問合せ　総務課総務グループ　☎ ㉒ 2511
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営業時間
11時～22時

問合せ
☎ ㉕ 2968

※�各イベントの詳細は、町ホームぺージ「ぬくもりセンターからのお知らせ」を
　ご覧ください。

【キッズデー】１月11日㈰　「ぐるっと一周すごろくゲーム」
　大きなすごろくに挑戦しよう！サイコロを振りながら進んでいき、ゴールにた
どり着いたら景品がもらえます。当日入浴または回数券を購入された小学生以下
のお子さんが対象です。
　※�令和７年12月の休館前にカードを発行した方は、有効期限を１か月延長しま

す。カードを持参し、受付までお越しください。

【新春抽選会】１月11日㈰
　延期になったクリスマス抽選会を開催。クリスマス抽選会の補助券を含めて当
日まで配布の抽選補助券３枚で１回抽選できます。豪華家電や日用品など必ず何
かが当たります。

【カラダ測定会・ぬくもりサロン】
　１月21日㈬　13時30分～16時　ぬくもりセンター
　体組成測定のほか、14時から作業療法士による診断を受けられます。また、同
会場にて３月まで安平町社会福祉協議会によるレクリエーションや冬場の世代間
交流の場として、ぬくもりサロンを開催！スマホ相談や脳トレ、ゲームなど、誰
でも楽しめるDX体験も引き続き開催していますので、皆さんお誘い合わせの上、
ぜひご参加ください。

【ハッピーバスデー】
　誕生月に名簿登録を行うと、町民の方は２回（町外の方は１回）入浴が無料に
なります。誕生日が確認できるもの（マイナンバーカード、免許証など）をお持
ちください。
　※12月がお誕生月の方は特典の利用期間を１月末まで延長します。

休館日
1月13日
1月27日
2月10日

（毎月第２・４火曜日）

安平町の人口、世帯数
（令和７年12月25日現在）

　総人口　7,237 人 （−  4） 
　男　性　3,626 人 （±  0）
　女　性　3,611 人 （−  4）
　世帯数　4,035世帯（−  2） 

戸籍の窓口から 戸籍の窓口で掲載の確認ができた方を掲載しています。

※�交通事故死ゼロ運動の日数
は、交通安全だよりをご確
認ください。

お悔やみ申し上げます

山
やまぐち

口　ミサヲさん � 東早来 11/10 
（令和６年）

黒
くろはま

濱　一
かずひろ

広さん � 早来北進 10月末頃

北
き た の

野　京
きょうこ

子さん � 追分緑が丘 11/2

八
や ぎ

木　栄
え い じ

治さん � 追分本町 11/12

水
み ず お

尾　昌
まさひろ

裕さん � 追分花園 11/16

小
お の

野　キヌさん � 遠浅 11/18

板
いたがき

垣　久
ひ さ こ

子さん (104) 追分本町 11/21

太
お お た

田　勉
つとむ

さん � 早来栄町 11/22

明
み よ い

井　重
し げ お

雄さん � 遠浅 11/24

加
か と う

藤　義
よしいち

一さん � 早来北進 11/27
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馬
を
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る
「
地
域
貢
献
活
動
」

地
域
と
子
ど
も
に
「
感
動
」
を
。

− Vol. ８−

　奈良県出身の津田さんは、幼少期から動物が好きで、小学生の頃に「動物博士」と呼ばれたことを
きっかけに獣医師を志しました。大阪の大学を卒業後は「装蹄のできる獣医師」になるためオースト
ラリアで学び、平成15年に安平町へ移住。現在はノーザンファームで場長として勤務されています。
　ノーザンファームは「地域貢献活動」に力を入れており「馬を通じて世界中の人に感動を与え、幸
せにする」という理念のもと「世界中の人に感動を与えるなら、まずは地域から」との思いで、地域
イベントへの協力や見学ツアーなどを積極的に実施。
　津田さんは「地域の方々や子どもたちに、安平町で生まれ育つ馬に実際に会っていただいたときの
感動を通じて、牧場や馬を身近に感じてもらいたい。その体験から、馬に関わる仕事が野球選手やサッ
カー選手のように、子どもの将来の夢の１つになってくれたら最高です。それが馬産業の未来を支え
る力になると信じています」と、熱く素敵な夢を教えてくれました。
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津田　朋紀 さん

掲載をご希望される方は
お問い合わせください

問合せ　総務課情報グループ
　　　　　☎㉒ 2511


